
知財と事業戦略の双方を熟知した講師が、先発企業の弱点を突き事業優位性を確立する特許網の設計、 

ノウハウ秘匿との使い分け、小規模知財部で実行可能な戦略、限られた予算で最大効果を生む ROI の考え方、 

経営・開発・知財の連携など、競合に対抗するための実践的アプローチを体系的に解説。 

 

形式：対面セミナー（配信あり） 補足： 
オンライン配信を実施します。会場での受講が難しい場合はオンラインでご受講ください
（録画配信となります。配信開始は開催後 3 営業日以内。配信期間は 10 日間程度） 

ジャンル：知財 講習会コード： t d s 2 0 2 6 1 0 2 7 k 1 

 

 ＜講義概要＞ 

後発事業におけるこれまでの知財活動は、クリアランス調査と障害特許対策が中心に行われてきました。これらの活動は非常に重

要で、これからも必要な活動であることに変わりありませんが、それだけでは後発事業の成功を効果的に支援することはできません。自

社の強みを知財で確実に守り、事業に活かして成功に導くような知財戦略、後発のビハインドを跳ね返すような知財戦略を構築し、

関係組織を巻き込んで推進することが強く求められます。 

しかしながら世の中にあふれている知財戦略の情報は先発事業に関するものがほとんどであります。そのため、後発事業でありなが

ら先発事業の知財戦略をそのまま真似しているケースも多く見受けられます。これではうまくいきません。 

本セミナーでは障害特許の対策から、先発事業と後発事業での知財戦略の違い、後発事業を成功に導くための知財戦略の構

築、さらには社内･事業部内での推進方法までを分かりやすく説明します。世の中の多くの製品は、新しい特徴的な部分があるとして

も、既存部分を見れば後発ということも少なくありません。本セミナーは多くの企業の知財担当者のみならず、事業企画担当者や研

究開発者にとっても参考になる内容です。 

 

＜講義概要＞ 

一般に、ビジネスには先行者利益というものが存在し、先に手を付けたものが強いと思われています。しかし「後発」であることは

必ずしも不利ではなく、先発企業の弱点を突く戦略的な特許網（ポートフォリオ）を築くことで事業優位性を確立できます。 

本講演では、後発企業が勝つための「OPC（攻撃型必須特許群）」と「DPC（防衛型必須特許群）」の設計方法を体

系的に解説します。さらに今回は、経営視点から見た「活動システムと事業の脆弱性」の保護、特許とノウハウを使い分ける「知

財ミックス」、および限られた知財予算で最大の効果を生む「投資対効果（ROI）」の考え方も追加。小規模知財部でも実行

可能なプロアクティブな知財戦略を実践的にお伝えします。 

後発で勝つための特許ポートフォリオ（特許網）の分析と構築  

〜事業の脆弱性を守る知財ミックスと戦略的実行〜 

湯浅電池（株）（現 GS ユアサ）にてプラント設計等に従事、クリエートメディック（株）で商品開発に従事。 

1998 年 セイコーエプソン（株）に入社し、知財部門に 21 年在職。インクジェットプリンターからプロジェクター、ロボット、デバイスまで、広範囲の出

願・権利化活動、米国訴訟、知財戦略に関与。2017 年より部長としてセイコーエプソンの知財戦略推進の中心的役割を担ってきた。 

2023 年 11 月に定年退職後も同社事業戦略推進のため残留。その傍ら、知財戦略ラボラトリーを起ち上げ、フリーランスとしての活動も開始した。 

 

講師：知財戦略ラボラトリー代表、セイコーエプソン株式会社 VP 事業戦略推進部 戦略推進リーダー 

（元 知的財産本部 特許技術部 部長） 小嶋 輝人 氏 

●日 程 2026 年 10 月 27 日（火） 13：30 〜16：30     ●会場  テックデザイン セミナールーム（東京都） 

●受講料 ①会場受講+録画配信受講: 36,300 円 (税込/テキスト付) ②録画配信受講: 36,300 円(税込/テキスト付) 

※9/11（金）までにお申込の場合、29,040 円（2 割引）となります 

              

＜プログラム＞ 

１．知財にとって事業競争とは何か 

・経営者の関心事項（事業の成長と安定と持続） 

・知財から本来聞きたいはずの話（成長・安定・持続に知財はどう役立つのか） 

２．後発で勝つための特許ポートフォリオ戦略の基礎 

・先発・後発の定義と「後発」のメリット・デメリット 

・プロダクトライフサイクル（PLC）曲線を大きくする知財の役割 

・特許クラスター（OPC・DPC）の考え方と特許ステータスマップの活用 

・クラスターの「持ち合い状態」の実現 

３．事業構造の脆弱性を守る知財戦略と知財ミックス 

・活動システム構造からみた事業の脆弱性（模倣のトライアングル） 

・先発企業の強みの中の弱点（Crux）を攻める 

・後発参入後の差別化：参入障壁を強固にする知財ミックスの判断基準 

・情報漏洩リスク vs 公開リスク：特許出願かノウハウ秘匿かの判断基準 

４．戦略の実行と小規模知財部のアプローチ 

・オープン＆クローズ戦略の実践と他社特許対策（パテントクリアランス） 

・小規模知財部でも実行可能な一点突破の集中戦略 

・適正な知財コストと投資対効果（ROI）の考え方 

５．知財戦略が経営層や他部門の関心を引くために 

・知財戦略アセスメント（自社の戦略レイヤーの確認） 

・改善へのアプローチ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お申込について 
① 以下のいずれかの方法でお申込みください 
 
 
 
 
 
 
 
 
② お申込受付後、受付完了のご連絡（メールまたはお電話）をいたします 
③ 請求書等をお送りいたします 

＜注意＞ 

① お申込後１週間たっても受付完了の連絡がなかった場合は、お手数ですが、弊社までご連絡ください 

② 開催日の 7 日前以内のキャンセルはお受け致しかねます。必要に応じ代理の方のご出席をお願いいたします 

 

お支払について 

＜期日＞ 

受講料は講習会開催日の翌月末日までにお支払いください 

※期日までに間に合わない場合は、対応いたしますのでご一報ください 

＜方法＞ 

①銀行振込（振込手数料は御社にてご負担願います）  

②クレジットカード（支払方法はメールでご案内します） 
 

主 催 

申込・問合先 

名 称 株式会社テックデザイン（ http://www.tech-d.jp/ ） 

住 所 〒102-0072 東京都千代田区飯田橋 1-12-15 九段大和ビル 3 階 

電 話 03-6261-7920 FAX 03-6261-7924 

E-mail entry@tech-d.jp （申込） /  info@tech-d.jp （問合） 

 

【お振込先】 

振込先銀行 三井住友銀行 

支店 多摩センター支店（909） 

口座番号 (普) ０９７３５２２ 

名義 株式会社テックデザイン 

 

A FAX  上記に必要事項をご記入の上、送信ください 

B E-mail 

送信先：entry@tech-d.jp 

メール本文に＜①【申込講座】 ②【会社名】 ③【所在地】 ④【氏名】 ⑤【所属】 ⑥【Email】 ⑦【TEL】 

⑧【支払方法】、⑨【支払予定日】＞をご記入の上、ご送信ください 

C Web https://tech-d.jp/ の各講座のページからお申込みください 

 

＜お申込要項＞ 

下記に必要事項をご記入の上、FAX にてお申込みください （※は必須です）  

申込講座 2026/10/27 後発で勝つための特許ポートフォリオ（特許網）の分析と構築 

申込プラン 

＜セミナーにお申込の場合＞ 

複数の申込プランがある講座については、申込プランの番号

をお知らせください。 

＜オンデマンド講座にお申込の場合＞ 

受講開始日は毎月の第 2 月曜日と第 4 月曜日となりま

す。ご希望日をご記入ください。 

※申込期限は視聴開始日の 1 週間前となります。 

申込プラン：  受講開始日：         月 の 第          月曜日 

会社名※  

所在地※ 

（請求書等の送付先） 

〒 

参加者① 

氏名※  TEL※  

所属※ 
 FAX  

役職  

Email※  @  

会員登録 □ 登録する    □ 登録しない   （登録料・会費はかかりません。お得な割引や会員イベント情報等を配信します） 

支払方法※ □ 銀行振込（紙請求書） □ 銀行振込（PDF 請求書） □ カード支払い  □ 未定のため後日連絡する 

支払予定日※ □［    ］月［    ］日ごろを予定している    □未定のため後日連絡する 

備考※ 
 

※【個人情報の取扱いについて】 ご記入された個人情報については、当社規定の「個人情報の取扱い」に基づき、適切に管理・運 
用いたします（詳細 https://www.tech-d.jp/privacy/apply_privacy.pdf ）。 

 

FAX 
03-6261-7924 

 

https://d.docs.live.net/be5c578b6c8fc808/デスクトップ/Webアップのチラシ/entry@tech-d.jp
https://tech-d.jp/
https://www.tech-d.jp/privacy/apply_privacy.pdf

